
調査結果データの見方
（1）全般編

千葉県総合教育センター

全国学力・学習状況調査の活用に係る動画



結果データは、例年７月中旬～下旬に提供されます。

R７年度の提供データ（小学校）は以下のとおり
01 調査結果概況

02 問題別調査結果

03 問題別（解答類型）調査結果

04 回答結果集計（児童質問＜表＞）

05 回答結果集計（児童質問＜グラフ＞）

06 解答・回答状況（児童）

07 回答状況（学校質問）

08 全国学力・学習状況調査結果チャート（学校）

09 学校別解答状況整理表（S-P表）

10 学級別解答状況整理表（S-P表）

11 個人票_01

○学校だより、学校ＨＰ、学年だより、
保健だより、保護者会、ＰＴＡ家庭教育
学級、ＳＮＳ等で広く活用 情報発信

○校内研究に活用
実態把握・根拠データ

○学校改善の検討（評価指標への反映等）

○児童生徒個人の達成状況を分析し
個別最適な学びの実現へ

○集団（学年または学級）における各設問
正答率を全国と比較し授業改善へ

文部科学省の結果データについて

※中学校も同様のデータが提供されます。 2

〔活用例〕



教科別のシートに、
平均正答数や平均正答率等の表、
正答数分布のグラフ
が示されている。

（R７：小学校サンプル）

文部科学省の結果データについて
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01 調査結果概況



02 問題別調査結果

文部科学省の結果データについて

教科別のシートに、
学習指導要領の各領域の平均正答率が
表とチャートで、
各設問の平均正答率が表で
示されている。

4（R７：小学校サンプル）



03 問題別（解答類型）調査結果

誤答の状況を把握できる

文部科学省の結果データについて

教科別のシートに、
設問ごとの各解答類型への反応率
が表で示されている。

解答類型
…解答を分類し番号で表したもの

反応率
…各類型の解答割合

（正答・誤答によらない。）

5（R７：小学校サンプル）



04 回答結果集計（児童質問＜表＞）

文部科学省の結果データについて

児童質問調査への回答状況
が表で示されている。

6（R７：小学校サンプル）



05 回答結果集計（児童質問＜グラフ＞）

文部科学省の結果データについて

児童質問調査への回答状況
が質問ごとに表とグラフで
示されている。

7（R７：小学校サンプル）



文部科学省の結果データについて

学級別のファイルに、
教科調査への
領域や設問ごとの平均正答率、
児童ごとの解答状況
が表で示されている。

06 解答・回答状況 ※教科に関する調査のシート

8（R７：小学校サンプル）



文部科学省の結果データについて

06 解答・回答状況 ※児童生徒質問調査のシート

9

学級別のファイルに、
児童生徒質問への
選択肢ごとや児童生徒ごとの回答状況
が表で示されている。

（R７：小学校サンプル）



07 回答状況（学校質問調査）

文部科学省の結果データについて

学校質問調査への回答状況
が表で示されている。

10（R７：小学校サンプル）



08 全国学力・学習状況調査結果チャート（学校）

文部科学省の結果データについて

11（R７：小学校サンプル）

児童生徒質問調査について、各質問を分析用の
領域に対応させた結果の集計値がチャートで、
領域に対応する質問番号が表で、
示されている。



09 学校別解答状況整理表（S-P表）
10 学級別解答状況整理表（S-P表）

文部科学省の結果データについて
Ｓ－Ｐ(エス・ピー)表
…学校や学級ごとに、

縦に児童生徒(S：Student)、
横に設問(P：Problem)を、
正答数、全国正答率の多い順に並べ、
Ｓ曲線(青)とＰ曲線(赤)を書いた表

12（R７：小学校サンプル）

学校や学級全体における課題の傾向や、
児童生徒が理解していない可能性が高
い設問を見つけ出すことができる。



11 個人票

文部科学省の結果データについて

13（R７：小学校サンプル）

日頃の成果と課題を伝え、
学習意欲の向上、家庭学習の充実へ



文部科学省の結果データについて
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02R 問題別調査結果_理科
令和７年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

公開問題別調査結果　［理科］
Ｃ１５０２９００６５８３０中学校－生徒

問題別集計結果（公開問題）
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(3)
(ｱ)
㋒

○ ○ 51.1 65.6 63.3 2.2 0.8 0.7 45 390 4,267

(2)
(ｱ)
㋐

○ ○ 20.0 24.9 21.9 31.1 30.3 30.8 45 390 4,267

(2)
(ｱ)
㋐

○ ○ 51.1 65.6 63.3 2.2 0.8 0.7 45 390 4,267

(3)
(ｳ)
㋐

○ ○ 80.0 87.2 88.6 0.0 2.8 2.6 45 390 4,267

(4)
(ｱ)
㋑

○ ○ 57.8 74.9 72.2 2.2 5.4 5.6 45 390 4,267

・以下の集計値は、４月１４日から４月１７日に実施した調査の結果を集計した値である。
※ただし、４月１４日から４月１７日に調査を実施していない学校については、４月１８日以降４月３０日までに実施した調査の結果を集計した値とする。
※正答率欄のイタリック（下線付き）の数値は「予測正答率」を表す。ここでの「予測正答率」とは、貴校で出題されなかった公開問題について、
  全国の解答状況に基づき、貴校各生徒と同程度のIRTスコアにおいて期待される正答率を指す。
※「予測正答率」や「問題の難易度」を示す対象としない問題については空欄となっている。

問題の概要

生物１から生物４までの動画を見て、呼吸を行う生物を
すべて選択する

問
題
の
難
易
度

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面において、
小学校で学習した知識を基に、地層に関する知識及び技能を関
連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間の大きさに着目
して分析して解釈できるかどうかをみる

水の中の生物を観察する場面において、呼吸を行う生物につい
て問うことで、生命を維持する働きに関する知識が概念として
身に付いているかどうかをみる

塩素の元素記号を問うことで、元素を記号で表すことに関する
知識及び技能が身に付いているかどうかをみる

評価の観点 問題形式

出題の趣旨

電熱線で水を温める学習場面において、回路の電流・電圧と抵
抗や熱量に関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみ
る

正答率(％)

電熱線を利用して水を温めるための電気回路について、
直列と並列とで回路全体の抵抗が大きい装置や速く水が
温まる装置を選択する

塩素の元素記号を記述する

「理科の実験では、なぜ水道水ではなく精製水を使うの
かな？」という疑問を解決するための課題を記述する

地層１から地層４までの性質から、水が染み出る場所を
判断し、その場所を選択する

問題番号

１（１）

１（２）

１（３）

１（４）

１（５）

無解答率(％) 対象生徒数学習指導要領の領域

身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するた
めの課題を設定できるかどうかをみる

（R７：中学校サンプル）

11R 個人票_理科
IRT(項目反応理論)に基づき、
個人については５段階のIRTバンド、
学校については全国平均を約500と
したIRTスコア
で結果が表示される



文部科学省の結果データについて

（参考） IRT(項目反応理論(Item Response Theory))

15

…正答・誤答が、問題の特性(難易度、精度)によるのか、
学力によるのかを分析し、学力スコアを推定する統計理論。
異なる問題、異なる集団での調査結果を比較できる。

文部科学省公表資料より作成
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調査結果データの見方
（1）全般編

全国学力・学習状況調査の活用に係る動画


